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NY マーケットレポート（2018 年 5 月 28 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

英国や米国市場が休場となり、市場参加者が少なくドル円・クロス円は小動きの展開が続いた。ただ、スペイン議会がラホイ首

相の不信任投票のプロセスを開始したことや、イタリアが 9月にも総選挙を実施する見込みとなるなど、政治的混乱を背景にユ

ーロはアジア市場から軟調な動きが続き、対円で 2017/6/28 以来、対ドルで 2017/11/9 以来の安値を付ける場面もあった。 

 

 

米国市場は Memorial Day（メモリアルデー）のため休場 

 

メモリアルデーは、戦没将兵追悼記念日と呼ばれ、夜明けから正午まで星条旗の半旗を掲げる。南北戦争で亡くなった兵士を追

悼することから始まり、今では第一次世界大戦の後のあらゆる戦争でアメリカのために戦った兵士を追悼する日となった。多く

の人は、この日墓地や記念碑を訪れる。また各地の墓地などでは追悼式も行われる。株式や国債のほか NYMEX を含む CME グルー

プの各取引市場が終日休場となる。 

 

 

 

 

要人発言 

 

コッタレッリ元 IMF 財政局長(イタリア大統領から組閣要請を受けて） 

 

・大統領は私にこの国を新たな選挙に向かわせるプログラムを持って議会に臨むよう求めた 

・イタリアはユーロ圏にとどまる 

・暫定政権が議会の信任を得られない場合は 8月より後の総選挙となる可能性がある 

・上下両院の信任が得られれば、秋に予算法を承認し、選挙は 2019 年序盤になるだろう 

 

 

サルビーニ・イタリア「同盟」書記長 

 

・大統領はイタリア国民の意思よりも EU を尊重した。民主主義にとって問題だ。EU の規則が変更されなければイタリアが EU

にとどまることに合理性はない 

 

 

 

ギャラップ世論調査（21日～27日実施） 

 

・トランプ米大統領の支持率は 40％（前週 42％） 

・トランプ米大統領の不支持率は 55％（前週 54％） 

誤差率はプラスマイナス 3ポイント 
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ユーロ/円は 2017/6/28 以来の安値 

 

英国や米国市場が休場となり、市場参加が少なくドル円・クロス円は小動きの展開が続いた。ただ、スペイン議会がラホイ首相

の不信任投票のプロセスを開始したことや、イタリアが 9月にも総選挙を実施する見込みとなるなど、政治的懸念を背景に、ユ

ーロはアジア市場から軟調な動きが続いており、対円で2017/6/28以来、対ドルで2017/11/9以来の安値を付ける場面もあった。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 
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お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


